
 安全管理室だより 

 

 

STEP３ニーズを見つける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

とうもろこしの  
ブランマンジェ 

 

 

２０２２年 7月発行 

Ｖｏｌ．54 

今月のトピックス 

旬の食材レシピ 

＜材料＞（1～2人分） 

とうもろこし（250ｇ）1本 

牛乳      150ml 

砂糖     大さじ 1 

生クリーム    80ml 

氷水       適量 

粉ゼラチン    5g 

水（ふやかす用）大さじ 3 

 

＜トッピング＞ 

ミント      適量 

ホイップクリーム 適量 

コーンの水煮   6 粒 

 

 

 
５月のインシデント・アクシデント
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＜作り方＞ 

1 とうもろこしは半分に切って
から包丁で実を削ぎます 

2 ボウルに水を入れて粉ゼラチ
ンを振り入れ、10 分程おい
てふやかします 

3 別のボウルに生クリームを入
れて泡立て器で 7分立てに
します 

4 鍋に 1、牛乳、砂糖を入れて
沸騰直前で火からおろしま
す 

5 2 を入れて混ぜ合わせ、ゼラ
チンが溶けたら粗熱をと
り、ミキサーでなめらかに
攪拌し、氷水で冷やします 

6 とろみがついてきたら 3を加
えて混ぜ合わせます 

7 器に注いでラップをかけて、
冷蔵庫で 1時間程冷やし、
トッピングをのせて完成 

 

 

 

パーソン・センタード・ケアの 3 つのステップ 

 5 月分のインシデント・アクシデント総数は 128 件

でした。医療部門は 74 件、介護医療院は 54 件で、転

倒転落は全部で 3件でした。医療部門、介護医療院と

も目立った違いはなく、薬剤、療養上の世話でも件数

が上位を占めています。 

 

認知症の人の 5つの心理的ニーズ 

 くつろぎ（やすらぎ） 

心身共に緊張がなく、リラックスしている状態のことを言います。最低

限、身体的な苦痛がないことが必要です。 

やさしさ、親密さによってもたらされます。 

 アイデンティティ（自分が自分であること） 

自分が他の誰とも違う唯一の人であることを知り、過去から繋がって

今、存在しているという感覚を持つことを言います。 

 愛着・結びつき 

誰かほかの人との結びつき、心の絆、交流、信頼などを言います。 

 たずさわること 

自らの能力を使って進んで何かを行おうとすることを言います。その人

にとって意味のあるやり方で活動に関わることです。 

 共にあること 

人々の輪に入って、歓迎されていて、受け入れられていると感じている

ことを言います。 

 ＳＴＥＰ1と 2で得た情報から、一度、その

人になりきってみましょう。自分が同じ状況で

あったら、どんな思いを抱くのか、どんな行動

をとるのか、想像してみましょう。その人の今

の行動や様子は、どんな思いからなのか、その

人の視点に立ち、仮説をたてましょう。その人

の思いが想像できないときは、「認知症の人の

価値を低める行為」を、その人がされていない

か確認してみましょう。気が付かないうちに、

このような行為があり、その人が辛く、悲し

く、不安な思いをしていることもあります。満

たされていない心理的ニーズがみえてきたら、

ケアの方法を考えましょう。 


